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侮水ホンプ川の材料と

実験を行った′｢.

内 容 梗 概

して低合金釣鉄で耐食性そのほかの性円のすぐれたものを昆=けため二,

その結芽=牢通鋳鉄の耐食性は微細なノリ､‡錯とち密な/ミーーライトによって保持されることが明らかと

り･さらにノニーライト地の耐墳性をあげるため諸種のト金元素を少量添加して★験を.武夫たところ,

3･0写,Si4･5P6,Crl･5%を標準成分とする低Si-Cr鋳鉄カ11ヒ故的価楢低廉で耐食件ザすぐれてい

とがわかった(

÷の

る

な
C

こ

そこでその諸･ドl三門を凋杏した紆私 この鋳鉄はこれとほほ同じ抗根力を存する一普通鋳鉄と比較して耐
浸食什▼ 耐樺耗什などがすぐれており,鋳造性几また比較的良好なことを認めた

ト 緒 言

海水を使Ⅲするポンプの部品ほ従来主として銅合金製

であったし･その回転耶分のランナなどは常時悔水正さら

されており高度の耐食作が要求されるので,糾合企また

ほステンレスによらぎるを得なかった.しかしケーシン

グ,デリベリあるいほ管芳弘
ノミルブ矧よ市主∃:もー大きく通

常の濃度と盲㌔,.腰を付する海水の場合は鈴蘭によ一-,て作ら

れることが多かった-｣

銑鉄はそ叫イ門,純繊,紬｢r献態などによってかなり

耐食性の異なるものであることが知らJtている=lり2-

Nilそesi飢iなと宣㍉★′拍動豊か訂甜㌣憶耐釦1三をイJ･L

ているが高価であ一ノて汎冊佃こ.乏しい､′.筆者ちほ比較的

低廉で耐食件か洋通銑鉄に数≠守る耐海水鋳鉄の開発を

廿棋とし,

(-1)釣鉄の糾
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影響を′′えるか｡

(2)鋳鉄に少二宗:の合金元素を添加したとき海水に対

L耐良性が向上するか,どのような合金元

向上させるのに役だっか_:

がこれを

(3)少量の合金元素添加による耐海水鋳鉄の材質そ

のほかの諸仲間

について托々検討lノ低Sj-Cr鋳鉄が適当でお-,ることを認

めた〝)で酢果iこついて報ヂ_iサる‥

2･鋳鉄の静止海水中における耐食性に

及ぼす組織の影響

2.1実験方法

銑鉄の机 か耐海水腐食性に及ぼす影響を調1イモするた

〆〕5種鮎の成刃凍璃`する鋳鉄を10,4(J,8りnllつュ厚の階

段略式よ鋸1▲と30メ∵40メ､200111mの仲柱扶一式験片に釣込ん

ニ･･Lごま7二比較壷〔料としてダクタイ′し銑鉄.砲金,圧延銅

弟1よ り■∴軋武村な王ノぴに比払拭料の化乍吠行と機械一j(J･廿日

化 学 分 析 他l.%
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第2表 人｣1而水の 化学的成分

究

しま｣㌔き留水1Jに対するg数)

NaCl

25.518

MgCl2･4H20 MgSOi･7ⅠⅠ20 CaClゴ

2.447 3.305
1 1･141

三~ハノ そ[三 F㌫ 丁㌧l拉l

J■J-しり ユーさ±巨
l

/■ 寸1こl｣･~.二 三･:こ 了く 乳≡
】

山一宗rl=~∃圧_ 丈三 r∵.二1

/ノ(｢
田

′∴1･r官墨･㌧

∠〉_〔∴J
｣

.r′7-γに∵㌣匠
l

l

ノヲ.′

占ぐ
′机上
′/ ｣

B
l

■ノ l

『

F｢′■仙け ノ7ノ.γノ

′7

Ⅰ

l

I

l

牡l
l

凹
l

】

F(■フ ノ押.- ノ(ノノ㌣′ン｢ノ l

1

田
】

l

■

.
･･-･;･-1岸‡二

漠

/
l l 領､蓑ノノj∴ゝ
l

/で 〟β.∫ ∂♂〟/爪′

づ
.=-~:･1

l

田
t

l

′

四
■~■_∴l

l

/二r ルり.r J〃∫イβ
l

l

イ l

l

‡二ニー】

対 韓
茸†.寸開音

およ〃､書:.'1人~

ノ.ク ノ.†ぎ〃フ〃〟t鮮血7ノガ/雄

腐食這(触Jンン)

第1｢実l供試試料ならびに比較試料の腐食減量

材などを用いた｡これらの試料の化学成分を弟l表に示

す｡試験片はいずれも30×30×5mmに機械化上げの後

ユメリーで逐次研摩し鏡面近くまで仕上げた｡

静止浸漬腐食試験の方法として時間的にすみやかに腐

食を進行させるため浸漬および大気中へ引きあげること

による 敵 を交互iこ繰返す方法をとった｡海水の成分ほ

地方によって異なるが,とりあえず日本近

NaCl分(3)に近い人工 水を実験に使用した｡

の海水の

成分は弟2表のとおりでpHは8･0であった｡

室温にてビーカに人工海水を500ccずつ入れガラス製

のフックにつるした試料を浸潰した｡実験完了後の試料

の洗浄は10%HCl溶液に腐食抑制剤ウロトロビン0･5%

を添加し50分間浸漬して行った｡

NaIiCO三! N之tBr

0.202 0.083

2.2 実験結果

腐食試験の進行とともに一般に銑鉄

吟黒皮試験片は艮初から増量を示し,

研削した甜-i･は最初60時間くらいは城

邑し以後増昆を示したで｡これは斯い､

而ほ鉄が熔解して重量が減少するがあ

る時間以後ほかるくブラッシで落す程

度の洗浄操作でほ腐食竺1_｣戊物を完全に

ほく離することが困難である｡したが

って表面ほ一見きれいに見えていても

用品する結果となったのである｡

浸潰時間1,795畔問,大意乾燥985時

間,合詔2,780時間の腐食試験を終了

した試料を酸洗して腐食生成物を除い

たのち,秤品した結果から各材質苓肉

悍別の腐蝕減量を計算した｡単位は

mg/dm2/dayである｡また比較試料と

してミーハナイトが2,330時間,銅合

金ほ3,370時間,そののほかほ普通鋳

鉄同様2,780時間のちの結果を同じ要

僚で計算した｡

これらの腐食城見を各肉厚別に鋳叔

斗犬態および700つC焼鈍状態とを比較し

たのが第1図であるり一一般に鋳放状態

のほうが焼鈍したものより耐食性がよ

い｡これほ700つCのホ完全焼鈍によっ

て若干パーライトの分研によりフェラ

イトが生成し,黒鉛との電位差を大き

くしたためと考えられる｡普通鋳戯ほ

砲金に比しはるかに耐食性ほ劣るが鋼

材よりほずうっと良好である｡これほ片状黒 が腐食の

進行を阻止しているためと考えられる｡なかでFCNo･2,

3,4が良好である｡FCNo.3の耐食性の慮もよい理

伽ま疎放鋭組織を比較した結果,パーライトがち何でJ､lミ

鉛もやや細かいことによると考えられる｡このような組

織にすることが一般の鋳鉄系材料における耐海水性を維

持する不可欠条件であるっ

3.1

3.鋳鉄の海水に対する耐食性に及ぼす

合金元素の影響

実験方法

3.1.1 料の作成と組織の調査

低合金鋳鉄で比較的耐食性がよく,熔解,鋳造,加
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須3表.試料のLl標戊分,化学分析伯および比一江

武村
No.

A-1

B-2

B-3

B-4

C-2

3

4

U-2

D-3

E-2

E-3

E-4

F-2

F-3

1ご-4

添加元素
およびそ

の添加量

基木材

Cul.0莞

2.0

3.O
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2.0

1.O

Cr O.6
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Til.O

Til.O

B O.005
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0.28
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0.92

1.87

2.74

0.32

0.34

0.29

%
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0.230
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0.243
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0.240

0.237
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0.096
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箭4表 比較試料の化キ成分漆山び比布ニ

村 田
C% ､･ト い

M-1■FC-15 2.73.1.34

M-2 FC-25!3.171.58

N-1ニレノスト 3.271.71

0.65 0.1410.110

0.54 0.138 0.102

0.95 0.142
-

0.26
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0.15
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~~l二なども符易で,しかも機減的性質の

良いものをうるため,CおよびSi含イJ･

▲ミこがFCl口和度の鋳戯に対L.幼某の

あると考えられる元素すなわち,Si,

Cr,Cu,Mn,Ni,Ti,Bなどを添加

し諸縄の黒鹸をfトったL_､

ニう･ニう3㌔C,2･29%Si,().38.㌔Ⅸ仙,り.286㌔

P,0･095%S,0.06%Cr,0.04%Ni,

り･04%Ti,0.10%Alの成分を存する鋳

鉄を3kgずつ在周被㍍ぷ甘で熔解L.

合企鋲ほたは純金蟻で行元 をl＼ノ2

補すつ流血1L-た丁.1,500ロCに井渥後第

2図にホすように乾 形舟形.試験片に

鋳込んだ｡抑l一に許沌試験片の探I一新､■上

関をホす｡その添抽出-1榔直と試料の成

分ほ第3表のとおi)である.また比較

試料とLて第4表のような成分のもの

を鋳込んた=,以__L二の訳料の純絹を釘徴

鏡で調荘した_.

3･1.2 腐食試験法

抑止腐氏.沌験は卜j亜の普通銑鉄のと

き子ト,たとほぼ同様のノブ法によ/つた..

/＼I二海水の成分も同じにした.二.ただし

試験畔間はやや短く約1,000時間にし,

低速回転腐食試験ほE.H.Huse代(4)のノj法に畔L'てU

､■上製佃野包什1二場で製作Lた装FF■如こよ/1て行ったし=‥試

料を4()OCの/い二流川く(成分川前)小で72吋潤肝1転り甘速

ニi･8汀1/11つin)させて241呼l日ごとに3帖秤甘狛阜､腐f封ニ

ュる.試料の肉刷針-】:(ざ)を次式により算]_lした._∫

､!i.ご1

ニニに Ⅳ:腐食滅_重!Ⅰ;二

d二 試料の比■不二

A:.試料の表面漬

川伸一工nlm)

またこの伯を腐食時間でてl帖て腐食速度を算Jllし

つぎ(･こキャビテーションエロージョンに対する砥拭

を40〕C人■r二海水を川い磁ひず裁振動ノノ式(5一によ〔て.試

験Lた_､

3.2 実験結果

3･2.1腐食試験結果

静止腐た試験における腐食速度に及ぼす添加元素

の影響ほ第3図にホすように棒グラフの範囲にかなり

ばらついた:このrいでCuほ多いほど良く,Crも効果

があり,Ni+Siも良好であ/)たr_,Ni叩L独の場合1%

Niの試料がかなりの腐食速度を示したのはふ膵トの状

態が良くなかったのでほないかと考え仁)れる.

低速州転試験の泉Ⅰ凍ほ舞4図のようでCrを含む訳
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第61対 機械的性質に及ばす添加元素の影響

､

｣

-√-------ノ

上ヒ軟式斜

料および3%Cuの試料ほ静止試験と

同様の傾向て良好であった､16%Si,

1%Tiなどの試料も良い成緋であっ

たし､Niほあまり耐食件ぷ好でなかっ

た｢,

次にキャビテーション侵食最笹及

ぼす添加元素の影響を第5図に)｣け｡

この侵食危は同系統の材質について

ほ鮫度と反比例すると考えられるの

で(6〉,.試料のショア硬度を仰記したっ

0.9%Crの試料ほ傾度の大きなて■蛤に

浸食晶ほ小でなかった｡未処理の押通

鋳鉄より享受金融､なるものは意外に少

なく,6%Siの試料などほ非常に多か

った｡

以上の告訴料の抗張力は葬る図のと

ぉりで,試料肉厚が小であ一_)たため普

通銑鉄でも約25kg/1ml--2をホし,合

金鋳鉄ほかなり掛､し 情由銑鉄より坑

張ノ｣が小なのはフェライトの多い6%

Siの.試料のみであったし)

3,2.2 低合金耐海水鋳鉄の材質選定

以上の結果から各種捌j~l元素の耐食

性に及ぼす効果を考察して見ると,

Siは本黒験では店珪素鋳鉄のように

多_【~轟こは云力ilしなかったが,6%Siの

試料にほ相当最のシリコフェライトを

含イけるとノ且われ,そのため耐食肌吊

良かったが耐侵食性が劣る糾県となっ

た｡これはまた㍊鉛が発通しすぎたた

めでもあるし〕

Crほ有望な7己素である`_〕多ぶ二捌11

するとセメンタイトを帆lけるので鋳

物として川いることがで封■こくいが,

本･ジミ鹸の添月山■圭範州では/く-ライトか

ち轄となり,かつ1ぎ､㌔鉛が少なくまた小

さく品‖したので耐食性,耐浸食性か

良好となったし=′

Cu は本黒J険の 山肌抜の範闘でも坑

脹力を増すという説が多いがし7川8､,こ

れとl一心楳な失敗紙果を′六し′,かつ耐食

性,耐混食性とも比較的良好だったの

は㍊鉛が細かく密封‡し英品に近いち密

な組織になったからではないかと~考え

る｡

CrおよびCuを含む試料ほ机L腐食

試験で局~部的腐憤薄づ汁■▲ることが認め
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られたか,釣躇の内･･厚効果と耐飢1三との関係を検討す

る必要があると考えられるこ.

Niの捌‖は親衛箋を牲一にしそのため機械的性質が

良くなったが,耐混食性が若干良好となった程度であ

った｡

Mnほ耐庖照に対L効果が少なく,Bも影繋が不明

であった｡Tiほ1%の添加によってち密な/く-ライ

トと芋虫状㍊錆の闇合組織を生じ,機械的性贋も良好

で耐食性耐浸食性ともに優良であったが,共晶

して別に研究されるべきものと考える.∴

鉄と

このように考えてくると,興味のあるのほSiとCrあ

るいほCuとSiの陵合添加である｡このうち後者は岡

木幡士(9ノにより研究され6%Siに1.0､/1.5%Cuを

加Lて焼入すると耐食恍を著しく向上すると結論して

いる(〕筆者らも剛藁な成分の∴三の鋳鉄について実

験し結果を認めたが(省略),この鋳鉄がi･隠水に強い

か,また筆者らの考えたSiとCrの復:T添加が海水に

対し効果があるか杏かを確認するため,次の実験を行

った｡

本邦ではSi-Cr鋳鉄を中心として考察し,Si-Cu鋳

鉄ほ別の実験で州都良好と認められたもののみをほか

の鋳鉄と同様比較試料として坂扱うこととした｡

4･SitCr鋳鉄の諸性質について

4.1実験方法

耐食性,耐浸食性が良好でホ 械的性質,鋳造性などが

第5三三 試料の化学分析結果

*･･二三二ほ榔･蟻験･Zl帆卵†であることを示す｡

ノほ低速回転,銭金試験川の試料であることを示す｡
二′ほキャビテーションエロ【ジョン試鹸用の試料であることを示す｡

け 第4集 日立評論別冊窮33号

普通鋳鉄に匹敵し,価格もあまり高価とならないことを

考掛こ入れると,Siはせいぜい6%まで,Crは1.5%ま

でと考えられる｡Siを4.5および6%,Crを0.8およぴ

1.5%添加し,Crを

料を高周波電気炉で熔

加しないものを含めた6成分の

した｡原料は4･16%C,1.20%Si,

0･34%Mn,0･082%P,0･017%S,0.1%Cr,NiTr,

0･26%Cu,0･12%Tiのような成分の釜石ダクタイル銑

で,これに75%Fe-Si,60%Fe--Crを ;加し,1,5000C

に昇混後25¢×2507(mm)丸棒に注湯した｡C%の目頗

ほ/く-ライトのち密さと黒鉛の和人化防止を考え2,8%

とした｡

熔製された試料の化学成分ほ第5表のようでSiは目

標よりやや高札Crはやや低目となった｡

これらの試料につき前章と同 400cの人工海水中で低

速回転腐食試験およびキャビテーションエロージョン

験を行い,さらに機械的性質も検 した｡

つぎにSi-Cr鋳鉄のC%を再検討し 当な含有量を決

定するため数桟班の試料を熔果した｡4.08%C,2.27%

Si,0･56′%Mn,0･124%P,0･015%S,0.01%Cr,0.08%

Cu のような成分を有する釜石ダクタイル銑を高周波

気炉で熔解し,75%Fe-Si,60%Fe-Crを 加し,1,4500C

に昇温後20ウ砂型に鋳込みその組織を調査した｡それら

の試料の化学成分ほ葬る表に示すとおりである｡組織か

第6表 供武試料の化学分析結果

Ⅴ-1 2.0･4.5

V-2.2.0 4-5

ご二…i…二3:≡二…
Ⅴ一5 2.0･5.5

V-6 2.0 5.5

V-7:2.5!4.5

ご二…;…二≡･‡二≡
Ⅴ-10･2.5 5.5

V-11 2.5 5.5

V-12;2.5.5.5

Ⅴ一13

V-14

V-15

3･0:4.5

3.0:4.5

3.0 4.5

Ⅴ-16■3.0 5.5

V-17 3･0■5･5

V-18■3.O15.5

1.01.81

1.51.78

2.01.68

1.01.96

1.51.96

2.01.94

1.5.2.40

2.0 2.31

2.5■ -

1.5 2.45

2.0 2.33

2.5 2.31

1.5i2.94

2.0･2.82

2.5:2.75

1.5 2.91

2.0 2.87

‡二三≡!2:王…
4.37■0.22

5.56!0.19

5.43!0.19
5.58

4.50

0.18

0.25

4.42;0.25

5.65

5.74

5.62

4.3410.28
1

4.40 0.21

4.45 0.32

5.6010.33

2.5 2.80:5.58

第7表 供試試料の化学成分および機械的性質

切削不能

0.152蔓0.070:1.13

Ji】.1･67
--

■+--+ 2.16

1.08

1.52

2.02

1.61

2.10



の 研

第7図 供 試 試 料 の 題徽鏡組織

ら見ると普通鋳鉄に近いち密なパーライトと,適度の大

きさに発 して切削性を阻害しないような黒鉛とを有す

るものほCが少なくとも2.5%以上で4,5～6.0%Si,1.5

～2.3%Crの範 でなければならない｡C%の低いもの

やCr%の高いものほセメンタイトが析出し自銑に近く

なる｡2.5%Cおよび3.0%Cの各試料の組織を第7図に

かかげた｡

この中でSiは上記の いほうがよいか,低目

がよいか,もし高目とすればパーライト組織を維持する

(.×100)

ためCrも高目にせねばならない｡したがって最終的に

鋳造性を含め耐海水鋳鉄にふさわLいものを弟7表のよ

うに2種類にしばって検討することとした｡

鋳造性試験など 種の試験用試験什および小物ボン

プ部品を鋳造するため,60kVA 塩基性高周波電気炉で

4.06%C,2.33%Si,O.61%Mn,0.132%P,0.023%S,

0.05%Cr,NiTr,0.15%Cuのような成分の尼ケ哨銑を

解,1,400コCに昇混後湯汲にとり注湯した_ノ

流動性試験片のみ1,3400C(Pt,Pt-Rh熱電対で測払L)
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a′‡8lズl肉厚感度試験片(牛砂型)

竜一-
†

†
国
＼

L

顎

田 l

一甜-

l

｣__か⊥-〝 〝-

雛9図+障段式肉厚感度討灘川~~(乾燥塑)

雛8去 比較試料の化学成分および機械試験値

化 学 成 分(%) 機馳試鹸旭

/ノ

FC-15.352 2 3S■ 0.53

ドC-25 319 220:0.68

1)Cト55 352 2 43 0-37

0.084:0｡071118.5 183

0.061･0.092 26_1 229

0054.0.008■ 71.2 255

で汗温 ほかの彿険片ほ1,300､1,370つC で注湯した｡

JIS抗張および杭折試験片は30¢×500mmJ砂型に

んだ素材より 乱-し

-
､上川川

込

した｡そ町結果化学成分と機械

附性門は第7表のとおりであってほぼ1は等どおりのもの

が得られた｡

流動性は渦巻､i犬試験片の砂型に鋳込んで調査した｡

肉厚感受性試馳のため第8図(竺巨砂型),弟9図(乾燥

れぞれそに鄭

肉眼紹

これらの試験片はその断面の

および中央Jて【;の顕微鏡組織の訴僑に用いた｡

線11封酢測定のため第10図のような試験片も釣込んだ｡

つぎに耐食性ぷ闇として低速回転腐食試験,キャビテ

ーションエロージョン.紺験および泥水中の摩耗試験を行

った｡前2者ほいずれも前述の実験に川いたと同一の方

ぢ▲第4旗 日_､Tぺ評論別冊第33片

わ′‡10【又l線収縮試験け

--{~l▼

専

l
l

l

__｣_

雛Ill冥Ⅰ摩柾ぷ牒汗

第12図 泥水中摩耗試験装置

法である.〕歳後の摩耗試験ほ含砂流水を扱う水中やサン

ドポンプ材料などの試験に川いられるカ法である(10-｡

このカ法によれば海水中に泥砂が混合しているポンプ部

品にも本失政に供した鋳鉄が利用できるか否かがわかる

と考えたし

試験≠は舞1】図に示す形状寸法に加工され,舞12図

に′Jミすような形状､j`法の装置にとりつけられ,鉄製行器

卜畑こは水11くgに対し60～100メッシュの筑摩珪砂を2,7kg

入れた｡.電動機から無段変速機を て730rpmに調整さ

れた回転H板上に試験片を額刊けたし∴淵換片現付位置に

おける周速ほ6.3m/sで砂と水をかくはんしつつ回転す

る 試験時間は12時間で3時間ごとに試験片の 耗減

昂二を測定Lた｡砂および水は各秤局ごとにとりかえた｡

これらの耐食,耐摩耗訳働には比較材として舞8表の

ような成分を有する2掩即の鋳鉄とダクタイル鋳鉄(鋳

放)とを川いた〕



(
へ
電
卓
ぎ
) R

壊

媒

β∫ /ク

み 含 有 量(%)

ノ√

第13図 SiおよびCrの抗張力に及ほす影響
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第14図 SiおよびCrのショア硬度に及ぼす影響

第15図 試 料 の 顕 微 鏡 組 織

4.2 実験結果

4.2.1Siと⊂rとを同時添加した鋳鉄の磯城的性質

と耐食性

SiおよぴCrの含有量が抗張力に及ぼす影響を弟13

図に,ショア硬度に及ぼす影響を弟14図に示す｡

Siが多い鋳鉄は抗張力小で硬度大である｡Crが増

せば抗張力硬度ともに増す｡これらの試料の組織は第

15図に見られるとおりで,1.5%CrでもSiの含有に

(×100)

よってパーライトを維持している｡

低 回転腐食試鹸の結果を第1△図に示す㌧･Crが多

くなるに って腐食減量は小となり,Siの高いほうが

耐食性ほ良い｡またこの試験附こおける局部腐食ほ一

般に少なかった｡シ/リコフェライトとCrの共存が他

の耐食性をいっそう改善したものと考える｡

キヤビテーショソエロージョン試験結果を発け図

に示す｡Siが多い試料は浸食量大である｡これほ黒鈴
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第16図 腐食速度に及ばすSiおよびCrの影響
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第17図 浸食量に及はすSiおよびCrの影
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第18図 SトCr鋳鉄の諸性質と他鋳鉄との比較

の粗人化によると考えられる｡ここで

もCrの良い影響がわずかなが仁)現わ

れている｡

以上を要するに組織が均一ち培な

4･5%Si,1･5%Crの試料が耐食,耐

浸食性,機械的性質ともに良好と認め

られた｡ほかの鋳鉄との比較ほ第18

図で示されている｡

4･3 代表的成分を有する2種の

Si-⊂r鋳鉄の諸性質

4･3.1鋳 造 性

流動性試験の結果ほキュポラから出

湯したFC20,FC15とほぼ同等で,

5.5%Si,2.0%Crの

かった｡

料は流動性が良

肉厚感受性調査の結果を第19図に

示す｡生型, 型ともに硬度に及

ぼす栂厚感度は相当大きいが,組織

はいずれもパーライト組織となった｡

4･5%Siの試料の生型3mm悍ではデ

ンドライトが発達した組織を示し硬度

も最大値を示した｡生型肉薄物には

Si量の多いほうが適していると考えら

れる｡

税収桁試験によればこの種の鋳鉄の

伸尺ほ13.5/1,000が適当であることが

わかった｡しかし製品の鋳造において

は鋳型形状による拘束もあり普通鋳鉄

同様の仲尺で可と考えられる｡

4･3･2 耐 食 性

72時間の低 担l転腐 試験における

腐食速度を普通鋳鉄と比較したところ
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第21図 甘試試料と比較試困との浸

食量の比較

試 験 路 問 rカ1

第22岡 供試試料および比較試料の

摩耗試験結果

第20図のようになった｡4.5%Siの試料はFC15の

約3倍,5.5%Siの試料は実に約4倍の耐食性を示す

ことがわかった｡

4.3.3 耐浸食性

キャビテーションエローンヨン武験における浸食量

を普通鋳鉄と比較したところ第25図のようになった｡

4.5%Siの試料はFC15の約1.5倍Lか強くない｡こ

､1･

(昏す染)壁埋亜駈

〝〝 /r∠r 〝-∠崇ア〝一都

比較試料 供講読料

第20図 供試試料と比較試料と

の腐食速度の比較

第9表 典型的Si-Cr鋳鉄の機械的性質と耐海水性

*

30¢丸棒による｡
**
FC15を1･0とした比較値0

れは試験片の 材が30mmで組織にやや粗大な黒鉛

を晶出していたためと考えられる｡

4.3.4 泥水中の耐摩弄毛性

試験方法の項で た方法は海水ポンプにおける実

際と砂の濃度がちがうが,12時間後の 耗量の比較に

よってほかの鋳鉄との相対的耐摩耗性を検討して見る

と,弟22図のとおりになった｡4.5%Siの試料はプ

リネル硬度のほぼ等しいDCト55よりやや良く,FC15

の約2倍強い｡

以上を要するに耐食性において5.5%Si,2.0%Cr

鋳鉄が良好であるが,組織が均一ち密で浸食や異物の

混入にも耐えうる 用的な鋳鉄としてほ4.5%Si,1.5%

Crが推奨される｡これらの鋳鉄の

めると弟9表になる｡

聖賢をとりまと

5.鳶 察

耐海水Si-Cr鋳鉄の成分範囲をC2･5～3･2%,Si4･5

～6.0%,Crl.5～2.3%と決め,SiおよびCrの共存によ

る均一なパーライト組織と強じんかつ海水に耐える性質

について考察しよう｡

一般に鋳鉄の組織を支配する因子ほ成分と冷却速度で

あり,ち暫なパーライト組織を星するためには肉厚に応

じた適当な成分を有することが必要となる｡しかし本

Si-Cr鋳鉄ほSiがCr炭化物を安定化し肉厚による組織

の影響を最小限にとどめていると考えられる｡そこで普
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第23図 Si-Cr鋳鉄の成分と組織との関係

(20¢丸棒による1

通鋳鉄でCとSiの含有量によ一1て組織l刈を作り考察を

すると同じように,Cr含有音を考慮に入れた組織図を

作って見た｡.

Si-Cr鋳鉄の組織に及ぼすC含有量の影響を調査し

た実験試料について打点したのが弟23図で,横軸ほ炭

素飽和度艶を,縦軸はCr含有量を示す(〕丸山氏の組織

図(11)を応用して(Ⅰ)(灰銑×印)(ⅠⅠ)(斑銑J印)(ⅠⅠⅠ)

(自銑◎印)の3Ⅰ互域に分けたし､なおこれらほ2∩ゥ～メL

棒試料によるものである｡

以上から筆者などが推奨した微細′く-ライトを有する

耐海水鋳鉄の成分ほAB線の直下をえらぶ必要弥観るこ

とがわかった｡

る.結 言

普通鋳鉄の海水に対する耐食性が微細な黒鉛とち密な

パーライト組織によって保持ぎれることを静止腐食

により確認した後,パーライト他の耐食性をあげるため

諸桂の合金元素を少量添加tて実験を試み,Si,Cr,Cu,

Tiなどの含イj■が有効なことを認めた｡この小か仁一)鈴鹿し.

で使用でき,価格低廉な成分範囲を検討の結果,C2.5＼

3･2%,Si4･5＼6･0先＼Crl･5､2.3%の範囲にある鋳鉄を

耐海水鋳鉄とLて推奨したいし.

さらにその諸性質を検討Lた結果

=･)幹通鋳鉄に比t_機械的性質が同等またはそれ以

上で耐食性は3倍以上耐浸食性は約1.5倍を有するし､

(2)機械的惟質と耐海水作はC,Si,Crの含有馴こ

よって異なるが,用途に応∬成分を卜記の吼柵勺で過

当に組合わすべきであるし.

(3)肉厚感度ほ比較的少ないがC,Siともに低[-Iと

なれは5mm以下の里型鋳物には不適-､りであるし､

(4)流動惟は従来ポンプ部品に使用されている鋳鉄

にまさる.,

終t)に終始本研究をご指

授村_l二武次郎博_上..｢1_立

くださった東北大′羊名誉教

作所亀有工場川本部長,′ト堀

課長ならびに,実験に協力された日立製作所本社飯泉氏

亀有__1:場渡辺氏に荘く感 するL
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